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            ２ 秩父郡市歯科医師会  ……  ３頁 

            ３ 秩父郡市薬剤師会  ……  ４頁 

      ４ 保 険 者 協 議 会   ……  ５頁 

      ５ 看 護 協 会   ……  ６頁 

      ６ 秩   父   市  ……  ７頁 

      ７ 横   瀬   町  ……  ８頁 

      ８ 皆   野   町  ……  ９頁 

      ９ 長   瀞   町  …… １０頁 

     １０ 小 鹿 野 町   ……  １１頁 

     １１ 秩 父 消 防 本 部   ……  １２頁 

     １２ 埼玉県秩父保健所   ……  １３頁 

 

     ※御意見等がありましたら別紙回答書に御記入ください。 

 

資料２ 



秩父保健医療圏の圏域別取組について 

 

                               団体名  秩父郡市医師会  

令和４年度 圏域別取組の推進に関連し重点的に取り組んだ事業 

① 秩父地域救急医療対策（休日診療所、在宅当番医制、二次救急体制、小児初期救急体制、

県特殊救急医療体制）に努めている。休日診療所は、日曜・祝日９時から１８時、執務 

医師２名体制で対応。 

 

② 地域健・検診業務（特定健診、職域健診、がん検診、学童二次検診、胸部Ｘ線読影、その

他の健診業務）に努めている。 

 

③ 本会からの働きかけと、会員（眼科）の協力により、１市４町の全てで、屈折検査器機を

用いた３歳児視力検査を開始。 

 

④ ちちぶ医療協議会（ちちぶ圏域医師・医療関係者教育プログラム作成、救急医療に関する

事業、予防医療に関する事業、リハビリテーションに関する事業）へ協力している。 

 

⑤ １市４町の実務者と医師会役員が一堂に会し、地域保健事業の円滑な推進と将来計画を総

合的に検討し、地域住民の期待に応えるべく「ちちぶ保健・医療・福祉総合対策会議」を

設置し、成果を挙げている。特に令和４年度は地域内の新型コロナ対策、ワクチン接種の

実務者協議の場としての役割を果たした。 

 

⑥ 埼玉県、埼玉県医師会からの要請により２０２５年度問題に備え、医療と介護の連携を図

るための在宅医療提供体制に向けて、1 市 4 町と共同で事業を進めている。 

 特に在宅緩和ケア体制への構築に向けての研修会等開催した。 

 

⑦ ちちぶ版地域包括ケアシステムを構築し、高齢者が住み慣れた場所で安心して暮らせる地

域を目指し、行政と多職種連携の上で取り組んでいる。 

 ・ＡＣＰ人生会議普及啓発事業に派遣する講師の人材バンクへ協力 

 

⑧ 秩父郡市医師会立秩父看護専門学校を運営し、将来、秩父地域の看護業務を担う人材を発

掘、育成すると共に、地域内で働く看護師の後押しをしている。 

 

⑨ 厚労省委託事業として、秩父地域産業保健センターを運営し、小規模事業所等からの相談

業務、労働者へ保健指導等の事業を展開している。 

 

⑩ 糖尿病性腎症重症化予防として、特定健診受診者に対する糖尿病早期発見、腎症の早期診

断、早期治療に取り組んでいる。 

 

⑪ 予防接種業務として、幼児から高齢者まで幅広い年齢層に対し感染症予防に努めている。 

特に令和４年度は、季節性インフルエンザ接種に力を注ぎ、新型コロナとインフルエンザ

の同時流行の予防に努めた。 

 

⑫ 災害時の医療提供対策に備え、自治体と共に連携の強化を図るための研修会等へ参画。 
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⑬ 患者およびその家族から医療・介護従事者への暴力、ハラスメント対策として、担当役員

を置き、安全対策事業を開始。 

 

⑭ 地域住民へのさまざまな健康啓蒙活動を、講演の他、ホームページ、YouTube、FMラジオを

利用して行っている。令和４年度は、新型コロナウイルス感染症、ワクチン接種推進につ

いて、特に力を入れた。 

 

⑮ 学校医が中心となり児童生徒の健康の保持・増進に努めると共に、教職員を対象にした 

講演会の実施や運動器検診に努めている。 

 

⑯ 発達障がい児への対策について、行政、学校と本会が一体となり取り組んでいる。 

 

 

 

新型コロナウイルス対策 

① 新型コロナウイルス感染症対策への対応として、帰国者接触者外来、発熱者外来・PCR 

検査センター、診療・検査医療機関、帰国者・接触者相談センターを設置し、感染拡大防 

止に努めている。 

・新型コロナウイルス中和抗体薬、内服薬の圏域内各医療機関での投与体制の確立。 

・コロナウイルス後遺症外来の圏域内設置。 

・新型コロナウイルス陽性者に対する自宅療養支援体制による健康観察、往診の実施。 

 

② ちちぶワクチン推進会議にて、管内１市４町の首長との意見交換、情報共有を図っている。 

  内容はワクチン接種の計画や接種情況にとどまらず、新型コロナ感染症全般にわたってい

る。 

 

③ 新型コロナ患者数増加（第７波・第８波）に合せて、７月～９月、１２月～２月の休日に 

２次救急病院、休日診療所、在宅当番医以外の診療・検査医療機関を臨時に設置し、検査、

治療に当たった。 

 

④ 医師会休日診療所を休日の発熱外来として整備し、大勢の患者を受け入れ検査、治療した。 

 

⑤ 医師会休日診療所では、希望者に新型コロナウイルス抗原キットを無料配布した。 

 

⑥ 新型コロナワクチン予防接種事業として 

・１市４町と協力しながら、郡市民であれば秩父地域内どこでも接種可能な秩父方式とし

て実施。 

・各医療機関における個別接種ばかりでなく、行政の集団接種（５か所）への医師、看 

護師の派遣を行った。また医師会館（休日診療所）でも接種を行った。 

・新型コロナワクチン予防接種健康被害調査委員会への参画。 
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秩父保健医療圏の圏域別取組について 

 

団体・機関・市町名     秩父郡市歯科医師会     

 

令和４年度中に圏域別取組の推進に関連し重点的に取り組んだこと、成果等（自由記載） 

 

１、地域在宅歯科医療推進体制整備事業 

・「秩父郡市在宅歯科医療推進窓口」の設置 

歯科衛生士を常駐し、訪問診療派遣や相談業務を行っている 

・災害対策への取り組みとして歯科医師に向けた Webでの講演を開催 

・歯～とふる秩父にて、災害時の備えとして一般に向けた講演会を開催 

 

２、休日在宅歯科診療の実施 

・年末年始やＧＷ等の連休を中心に会員の輪番制で実施している 

 

３、口腔機能向上事業 

・口腔機能の維持・向上が糖尿病などの疾病、認知症、フレイルの予防 

につながることを周知するため一般向けパンフレット等の配布、講演会

等の事業を実施 

・口腔機能向上についてのチラシを入れたマスクを各医院や行政の窓口で

配布 

  ・秩父ＦＭに出演し、地域住民に歯科知識向上のための講話を実施 

 

４、歯科健診事業 

・障害者施設における健診および職員向け口腔ケア研修会の実施 

・地元中小企業の歯科健診の実施 

・健診・相談・研修会により歯科口腔保健の重要性の啓発を行っている 

 

５、行政ならびに多職種との連携の推進 

・ちちぶ医療協議会（救急医療分科会、予防リハビリテーション分科会） 

への委員派遣 

・市・町地域ケア会議ならびに秩父市地域ケア会議への委員派遣・協力 

・地域包括ケア構築のための連携を積極的に進めている 

・秩父保健所管内歯科口腔保健連携会議にて、秩父郡市内での歯科口腔

保健推進に向けた話し合いを実施した 
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秩父保健医療圏の圏域別取組について 

 

            団体・機関・市町名    秩父郡市薬剤師会    

 

令和４年度中に圏域別取組の推進に関連し重点的に取り組んだこと、成果等（自由記載） 

 

生活習慣病対策と在宅医療の推進 

・生活習慣病重症化予防対策事業への参画 

・薬剤師居宅療養管理指導の実施（訪問薬剤管理指導） 

・管理栄養士の訪問栄養食事指導の実施（腎機能低下、糖尿病悪化、低栄養、褥瘡などの防止

の成果） 

・チャオの会開催（地域住民向けの薬、栄養、健康について講演と相談会、オンラインでの開

催も） 

・薬剤師と管理栄養士の連携強化 

・医療材料、衛生材料の選定と備蓄倉庫設置、運用 

・他職種との連携会実施（在宅地域ケア勉強会） 

・私の療養手帳とおくすり手帳の啓発と使用推進 

・地域ケア会議への参画 

・ちちぶ医療協議会（救急医療に関する事業 、予防リハビリ医療に関する事業）へ の参画 

・キッチンカーで山間部や限界集落へ出向いてのサロン活動 

 

精神疾患医療と自殺予防対策の推進 

・小中高等学校等における薬物乱用防止教室開催 

・危険ドラッグ対策 

・自殺防止対策のため店頭啓発 

・オレンジカフェの開催 

 

救急医療 

・二次救急輪番当番病院に対応した休日及び準夜帯の薬局開局 

・医師会による休日診療所 に対応した 休日の薬局開局 

・小鹿野中央病院の初期救急に対応したおがの薬局開局 
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秩父保健医療圏の圏域別取組について 

 

            団体・機関・市町名 保険者代表（小鹿野町福祉課）  

 

令和４年度中に圏域別取組の推進に関連し重点的に取り組んだこと、成果等（自由記載） 

■特定健康診査受診率向上対策事業 

保険者として、被保険者の健康保持・増進、健康寿命の延伸と医療費適正化のため、

保健事業に積極的に取り組んでいます。 

○特定健康診査及び特定保健指導の実施 

４０歳以上（小鹿野町は３５歳）の若年層も視野に入れ、被保険者の特定健診及び特

定保健指導を実施し健康管理の促進を図っています。また、各医療機関にご協力いた

だきながら診療情報提供事業の実施や健康診査等の周知など受診率向上に取り組んで

います。各市町において対象者をタイプ別に細分化し、特性に基づいた内容の案内を

送るなど受診勧奨に工夫をこらしています。 

○人間ドック検診費補助事業 

皆野町、小鹿野町は３０歳以上、秩父市、横瀬町は３５歳以上、長瀞町は４０歳以上

の被保険者を対象に、人間ドックの健診費用の一部を補助しています。 

○データヘルス計画の推進 

健診データやレセプトデータを活用し、より実効性の高い保健事業を進めています。

２年度の中間評価を基に、健康寿命の延伸に向け効果的な保健事業に取り組んでいま

す。 

○後期高齢者健康診査の実施 

後期高齢者医療では、筋力や心身の機能低下予防対策として、フレイルに関する問診

票により健康診査を実施しています。 

○高齢者の保健事業と介護予防の一体的取組 

 高齢者の心身の多様な課題に対応するため、介護予防に関する支援事業と保健事業

の一体的な実施を進めています。医療専門職による通いの場（地域活動）での健康教

育や健康相談、運動指導、また、皆野町の転倒ハイリスク者への訪問指導や横瀬町の

高血圧者への食事指導など、健診データを活用した個別支援によるフレイル予防指導

や疾病の重症化予防などに取り組んでいます。 

○糖尿病性腎症重症化予防事業。 

特定健診の結果 HbA1ｃ6.5％以上の方を対象に、アルブミン尿の検査の受診勧奨、また、

医療機関と連携した保健指導を実施しています。 

○健康ポイント事業の実施 

健康づくりへの習慣と関心を高め、健康的な生活習慣の定着を図り、健康保持・増進

を目的とする健康マイレージ事業を進めています。埼玉県コバトン健康マイレージに

参加しています。 

  

5



秩父保健医療圏の圏域別取組について 

 

            団体・機関・市町名    看護協会      

 

令和４年度中に圏域別取組の推進に関連し重点的に取り組んだこと、成果等（自由記載） 

 

【看護・介護人材の確保促進の推進】 

 ＊埼玉県看護協会では 

 ・看護師、准看護師、保健師、助産師で仕事に就いていない人の届出制度 

 ・進路相談 

   将来看護師の道に進みたい学生、社会人を対象として実施 

 ・ふれあい看護体験 

   高校生を対象に病院見学や看護実習、胸骨圧迫やＡＥＤ体験を実施 

 ・再就業技術講習会 

   潜在看護師に対して、最近の看護や知識、技術を体験し再就業のステップとな 

  るように、講習会を実施 

 

 ＊埼玉県教育局推進「夢と豊かな心をはぐくむ講演会事業」から、埼玉県看護協会

「看護の出前授業」として実施 

  看護師の仕事紹介、看護師への道の説明 

  聴診器やパルスオキシメーターを使って、「いのち」を実感してもらう 

 

 ＊秩父地域看護師会では 

 ・定期的に会議を開催し、情報交換を実施 

  その他、スムーズな転院調整ができるよう情報共有を適宜行う 

 ・秩父看護専門学校とは、病院実習を受け入れていけるための相談や調整を行う 
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